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中
国
研
究
集
刊 

称
号
（
総
六
十
号
記
念
号
）
平
成
二
十
七
年
六
月　

一
二
四
︱
一
四
一
頁

章
炳
麟
「
五
朝
法
律
索
隠
」
と
そ
の
周
辺

　
　
　
　

 

︱
礼
と
法
の
見
方
を
め
ぐ
っ
て
︱

小
林
　
武

は
じ
め
に

私
は
前
稿
で
、
章
炳
麟
（
号　

太
炎
、
以
下
太
炎
と
称
す
）
の

「
五
朝
法
律
索
隠
」（『
民
報
』
二
三
号
、
一
九
〇
八
年
八
月
）
に

つ
い
て
考
察
し
（
注
1
）
、
太
炎
の
中
国
法
に
対
す
る
四
つ
の
評
価
視

点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
評
価
視
点
と
は
、「
重
生
命
」「
恤

無
告
」「
平
吏
民
」「
抑
富
人
」
の
四
つ
で
あ
る
。
太
炎
は
こ
の
視

点
に
立
っ
て
、
歴
史
の
中
か
ら
具
体
的
事
例
を
集
め
て
中
国
法
を

篩
に
か
け
、
中
国
法
の
問
題
点
と
美
点
を
探
っ
た
。
中
国
法
の
問

題
点
と
は
、
中
国
法
が
官
員
や
富
人
、
父
や
夫
な
ど
礼
制
に
お
け

る
上
位
者
に
有
利
に
働
き
、
法
の
下
に
平
等
で
は
な
い
こ
と
で
あ

る
。
美
点
と
は
、
五
朝
法
に
「
損
上
益
下
之
美
」
と
「
抑
強
輔
微

之
心
」
が
あ
っ
て
、
民
衆
を
利
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
議
論

は
、
清
末
に
お
い
て
法
の
下
の
平
等
を
論
じ
た
点
で
比
類
が
な

い
。
本
稿
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
太
炎
の
周
辺
で
は
、
礼
と
法
の

相
補
性
を
当
然
の
ご
と
く
見
な
し
、
法
の
下
の
平
等
な
ど
論
じ
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
議
論
が
も
つ
近
代
性
は

見
え
に
く
い
。
彼
が
中
国
法
の
問
題
点
を
示
し
て
も
、
法
制
史
的

事
実
と
比
較
せ
ね
ば
、
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
だ
。
具

体
的
事
例
が
引
か
れ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
同
じ
だ
ろ
う
。「
四

惑
論
」
や
『
斉
物
論
釈
』
を
書
い
た
高
踏
的
思
想
家
と
い
う
そ
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
事
例
を
引
き
法
制
を
論
じ
た
と
は
、
と
て
も

想
像
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

本
稿
が
問
題
と
す
る
の
は
、
太
炎
の
周
辺
は
礼
と
法
の
関
係
を

い
か
に
見
た
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
太
炎
は
礼
の
法
に
対
す
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る
影
響
を
批
判
し
た
が
、
彼
の
周
辺
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
知

り
た
い
か
ら
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
、
旧
律
に
代
わ
る
新
律
の
草

案
が
で
き
た
。
そ
れ
が
各
部
と
督
撫
の
簽
注
に
付
さ
れ
る
と
、
批

判
が
生
ま
れ
た
（
注
2
）
。
そ
こ
で
問
題
化
し
た
の
は
礼
と
法
の
関
係

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
皇
帝
に
対
す
る
罪
科
や
家
族
倫
理
の
扱
い

な
ど
で
あ
っ
た
（
注
3
）
。
新
律
草
案
が
礼
制
の
影
響
を
排
除
し
よ
う

と
し
た
結
果
、
官
僚
た
ち
か
ら
批
判
を
受
け
た
の
で
あ
る（
注
4
）
。

一
方
、
太
炎
も
旧
律
が
礼
制
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
を
批
判
し

た
。
そ
れ
故
、
彼
の
周
辺
に
お
け
る
礼
と
法
に
対
す
る
見
方
を
知

る
こ
と
は
、
太
炎
の
議
論
を
よ
り
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
太
炎
の
周
辺
と
し
て
、
梁
啓
超
、
劉
師
培
、
厳
復
、
そ

し
て
新
律
草
案
に
関
与
し
た
法
務
官
僚
の
沈
家
本
と
新
律
を
批
判

し
た
官
僚
た
ち
を
検
討
し
た
い
。

［
一
］
礼
と
法
を
め
ぐ
っ
て

礼
と
法
の
関
係
は
、
上
述
の
如
く
、
新
律
草
案
が
で
き
あ
が
る

と
問
題
に
な
っ
た
。
新
律
草
案
が
旧
律
の
礼
制
の
影
響
を
受
け
た

箇
所
を
改
刪
し
た
か
ら
で
あ
る
。
礼
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
、
法

制
史
家
の
瞿
同
祖
は
言
う
。
秦
漢
律
は
法
家
系
統
で
、
儒
家
の
礼

の
要
素
は
、
ま
だ
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
礼

を
法
の
中
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
企
図
は
、
す
で
に
漢
代
に
始

ま
っ
て
い
た
。
礼
制
の
影
響
は
北
朝
を
経
て
、
唐
律
に
至
っ
て
完

成
し
た
、
と
（
注
1
）
。
礼
制
の
影
響
と
は
、
例
え
ば
い
わ
ゆ
る
「
容

隠
」（
子
が
親
の
罪
を
隠
し
て
も
、
隠
し
た
罪
は
孝
な
の
で
許
す
）

と
か
、
犯
人
の
子
孫
な
ど
が
代
刑
を
求
め
た
の
で
、
赦
免
減
刑
す

る
と
か
、
あ
る
い
は
親
族
間
の
殺
傷
罪
は
尊
卑
長
幼
の
序
に
よ
っ

て
処
分
が
違
う
と
か
で
あ
る
（
注
2
）
。
新
律
草
案
に
関
与
し
た
沈
家

本
は
、
旧
律
の
改
正
点
を
五
つ
あ
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
刑
名
を

改
め
る
。
笞
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
刑
を
死
刑
・
徒
刑
・
拘

留
・
罰
金
の
四
刑
に
す
る
。
②
死
刑
の
条
目
が
多
い
の
で
、
漸
次

酌
減
す
る
。
③
死
刑
は
絞
首
刑
だ
け
に
す
る
。
④
比
附
（
類
推
適

用
）
を
刪
り
、
罪
刑
法
定
主
義
を
確
立
す
る
。
⑤
刑
事
丁
年
を
十

六
歳
以
上
に
し
て
、
懲
治
教
育
を
施
す
、
で
あ
る
（
注
3
）
。
し
か
し

新
律
へ
の
反
発
は
、
死
刑
を
絞
刑
だ
け
に
し
た
と
か
比
附
を
否
定

し
た
か
ら
と
い
う
よ
り
、
も
っ
と
根
本
的
な
中
華
の
倫
常
の
否
定

と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
（
後
述
）。
つ
ま
り
、
礼
の
法
に
対
す
る

影
響
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
道
徳
と
法
は
、
儀
礼
的

慣
行
か
ら
生
ま
れ
、
と
も
に
共
通
す
る
観
念
や
感
情
を
そ
の
基
底

に
も
っ
て
い
る
。
慣
行
が
義
務
と
し
て
人
を
拘
束
す
る
と
、
道
徳

に
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
命
令
的
に
な
っ
て
制
裁
を
課
す
と
、
法

に
な
る
。
道
徳
に
違
反
す
れ
ば
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
、
法
に
違
反

（ 125 ）



す
れ
ば
処
罰
が
科
さ
れ
る
が
、
何
を
違
反
と
す
る
か
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
が
逸
脱
と
見
な
す
基
準
を
表
す
（
注
4
）
。
要
す
る
に
、
法

は
道
徳
と
起
源
を
同
じ
く
し
、
両
者
の
関
係
は
相
補
的
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
中
国
法
も
、
こ
の
点
は
変
わ
ら
な
い
。「
夫
れ
礼
は

未
然
の
前
に
禁
じ
、
法
は
已
然
の
後
に
施
く
」（『
史
記
』
太
史
公

自
序
）
と
言
う
の
も
、
同
様
の
発
想
で
あ
る
。
確
か
に
礼
と
法
は

制
裁
の
性
質
が
異
な
る
に
し
て
も
、
た
だ
、
中
国
の
場
合
は
、
法

に
対
し
て
礼
が
大
き
く
影
響
し
、
い
わ
ゆ
る
不
道
徳
的
行
為
ま
で

も
が
犯
罪
と
さ
れ
て
罰
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
祖
父
母
・
父
母
を
罵

る
と
絞
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
注
5
）
。
中
国
で
は
、
法
は
統

治
の
王
道
で
は
な
く
、「
小
人
」
を
刑
罰
で
威
嚇
す
る
覇
道
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
道
徳
を
個
人
の
内
面
に
委
ね
て
、
法
を
正
義
の

ル
ー
ル
と
す
る
西
洋
近
代
思
想
と
は
、
発
想
が
違
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
法
の
導
入
に
際
し
て
、
礼
と
法
の
関
係
は
否

応
な
く
問
題
化
し
た
。
太
炎
は
「
重
生
命
」
の
項
で
、
儒
教
が
母

の
子
殺
し
を
緩
刑
に
処
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
般
人
殺
害
の
場

合
と
同
罪
に
せ
よ
と
主
張
し
た
が
（
注
6
）
、
こ
れ
は
礼
の
法
に
対
す

る
影
響
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
礼
と
法
の
関
係
を
検
証
す
れ

ば
、
礼
制
か
ら
の
逸
脱
を
法
的
に
認
め
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
。

礼
制
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
法
的
制
裁
を
、
儒
教
は
当
然
と
見
な

す
が
、
近
代
法
は
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
周
辺
人
物

の
礼
と
法
の
関
係
に
対
す
る
見
方
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
太
炎
の

議
論
の
位
置
を
見
定
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
、
清
末
の
思
想
家
や
官
僚
た
ち
が
礼
と

法
に
つ
い
て
ど
う
考
え
た
の
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。

（
一
）
梁
啓
超

梁
啓
超
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
は
、『
中
国
法
理
学
発
達

史
論
』（
一
九
〇
六
年
）（
注
1
）
と
『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得

失
』（
一
九
〇
六
年
）（
注
2
）
を
書
い
た
。
両
書
の
執
筆
時
期
は
、
立

憲
政
治
の
導
入
が
日
程
に
上
り
始
め
た
頃
で
あ
る
。
清
朝
は
一
九

〇
一
年
、
新
政
の
詔
に
お
い
て
近
代
法
制
の
導
入
を
謳
い
、
一
九

〇
四
年
に
修
訂
法
律
館
を
設
置
、
一
九
〇
五
年
に
は
予
備
立
憲
の

た
め
に
考
察
政
治
館
（
一
九
〇
七
年
に
憲
政
編
査
館
と
改
称
）
を

設
置
し
た
。
同
じ
年
、
五
大
臣
は
立
憲
政
治
の
視
察
に
日
本
や
欧

米
に
出
か
け
て
い
る
。
梁
啓
超
は
『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革

得
失
』
で
「
今
後
の
最
も
重
要
な
問
題
は
、
新
法
典
編
纂
の
問
題

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
注
3
）
、
彼
は
近
代
法
の
導
入
に

肯
定
的
で
あ
る
。

さ
て
、『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』
は
、
中
国
の
法
哲
学
を
先

秦
諸
子
の
中
に
探
り
、『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』
は
、

先
秦
よ
り
明
清
に
至
る
ま
で
の
成
文
法
の
在
り
方
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
両
書
に
お
い
て
、
彼
は
日
本
人
の
関
係
論
著
と
し

て
、
織
田
萬
『
清
国
行
政
法
』、
浅
井
虎
夫
『
支
那
法
制
史
』、
広

（ 126 ）



池
千
九
郎
『
東
洋
法
制
史
序
論
』、
田
能
村
梅
士
『
世
界
最
古
之

刑
法
』、
奥
田
義
人
『
法
学
通
論
』、
梅
謙
次
郎
『
民
法
原
理
』、

小
野
塚
喜
平
次
『
政
治
学
大
綱
』、
穂
積
陳
重
『
法
典
論
』、
仁
保

亀
松
「
論
法
律
之
発
達
」、
筧
克
彦
『
法
学
通
論
』
な
ど
数
多
く

参
照
し
て
い
る
（
注
4
）
。
梁
啓
超
が
明
治
の
法
学
や
政
治
学
を
参
考

に
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
こ
で
礼
と
法
の
関
係
を
梁
啓
超
が
い
か
に
考
え
た
の
か
、
見

て
み
よ
う
。
彼
は
、「
法
」
字
は
「
平
直
」
と
い
う
語
源
的
意
味

か
ら
、
成
文
法
の
意
味
ま
で
あ
る
、
と
言
う
（
注
5
）
。
彼
に
よ
れ
ば
、

儒
家
は
法
を
自
然
法
と
し
て
理
解
し
、
自
然
法
を
知
る
者
の
み
天

意
で
あ
る
人
民
の
公
意
に
則
っ
て
立
法
で
き
る
。
そ
れ
故
、
中
国

の
「
人
定
法
（
実
定
法
）」
は
自
然
法
を
前
提
と
し
（
注
6
）
、
自
然

法
は
「
公
理
」
と
し
て
「
人
定
法
」
に
先
立
つ
（
注
7
）
。
一
方
、
法

家
に
つ
い
て
は
、
人
は
道
徳
の
み
で
治
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
法

は
国
家
秩
序
を
維
持
す
る
手
段
で
あ
り
、
普
通
レ
ベ
ル
の
人
間
を

対
象
に
す
る
、
と
言
う
（
注
8
）
。
要
す
る
に
、
自
然
法
は
儒
家
が
説

き
、「
人
定
法
」
は
法
家
が
説
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
礼
と
法
は
い
か
に
関
係
す
る
の
か
。
梁
啓
超
は
言

う
。
法
が
国
家
の
制
裁
力
で
あ
る
の
に
反
し
、
礼
は
社
会
の
制
裁

力
だ
（
注
9
）
。
古
代
に
お
い
て
、
礼
は
同
族
を
治
め
、
法
は
異
族
を

治
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
礼
の
適
用
範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ
れ

て
、
法
の
適
用
範
囲
も
拡
大
し
た
（
注
10
）
。
法
家
は
、
法
に
よ
っ
て

厳
し
く
督
責
し
た
結
果
、
人
心
を
喪
な
っ
た
が
（
注
11
）
、
天
下
統
一

以
降
、
儒
家
は
法
治
を
礼
治
の
補
助
と
考
え
た
（
注
12
）
。
礼
が
必
要

な
の
は
、
社
会
は
国
家
の
制
裁
力
だ
け
で
は
治
め
ら
れ
な
い
か
ら

だ
。
そ
れ
故
、
近
代
法
治
国
家
は
「
人
道
主
義
」
の
立
場
に
立

ち
、
法
律
と
と
も
に
道
徳
も
採
用
す
る
の
で
あ
る
、
と
（
注
13
）
。
梁

啓
超
は
、
礼
と
法
と
の
相
補
性
を
当
然
と
見
な
す
ば
か
り
か
、
こ

の
相
補
関
係
を
「
人
道
主
義
」
の
名
の
下
に
容
認
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
礼
は
道
徳
と
し
て
一
般
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
礼

の
法
へ
の
影
響
が
探
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
彼
か
ら
す
れ
ば
、
今
日
で
は
、
法
は
礼
の
補
完
的
役

割
で
よ
い
わ
け
が
な
い
。
中
国
が
退
化
し
た
か
ら
で
あ
る
（
注
14
）
。

そ
こ
で
法
治
主
義
を
「
今
日
救
時
唯
一
之
主
義
」
と
見
な
し

て
（
注
15
）
、
新
法
典
の
編
纂
は
急
務
と
言
う
（
注
16
）
。
結
局
、
彼
に
お

い
て
礼
と
法
の
関
係
は
、
両
者
の
比
重
を
変
化
さ
せ
た
に
す
ぎ

ず
、
法
治
主
義
に
し
て
も
、
そ
の
内
容
が
検
討
さ
れ
は
し
な
い
。

礼
と
法
の
相
補
性
と
い
う
見
方
は
、
明
治
日
本
に
す
で
に
あ
っ

た
。
例
え
ば
穂
積
陳
重
「
礼
ト
法
」
は
言
う
。
礼
治
は
法
治
に
先

立
つ
が
、
礼
治
の
み
で
天
下
は
治
め
ら
れ
ず
、
唐
以
降
は
実
質
的

に
法
治
に
よ
っ
た
が
、
理
論
的
に
礼
と
法
は
分
化
し
な
い
ま
ま
来

て
い
る
、
と
（
注
17
）
。
分
化
し
な
い
と
は
、
法
が
礼
の
影
響
を
受
け

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
穂
積
論
文
に
梁
啓
超
は
言
及
す
る
が
、
礼

と
法
の
未
分
化
に
は
触
れ
な
い
。
礼
と
法
の
一
体
化
に
違
和
感
が
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な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

梁
啓
超
が
礼
と
法
の
相
補
的
関
係
を
論
じ
た
時
、
礼
治
や
法
治

の
説
明
に
古
典
が
引
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
礼
治
で
は
『
易
』『
礼

記
』『
詩
経
』『
尚
書
』『
孟
子
』
な
ど
が
引
か
れ
、
法
治
で
は

『
韓
非
子
』『
管
子
』『
商
君
書
』『
慎
子
』
な
ど
が
引
か
れ
た
。
古

典
の
表
象
を
用
い
て
彼
は
思
索
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
実
際
で
も

表
面
的
な
解
説
に
終
始
し
、
礼
が
い
か
に
法
に
影
響
し
た
の
か
に

つ
い
て
、
太
炎
の
よ
う
に
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
論
じ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
梁
啓
超
の
魏
晋
法
に
対
す
る
見
方
に
触
れ
て
お
こ

う
。
彼
は
、
唐
律
を
中
国
成
文
法
の
基
礎
と
見
た
（
注
18
）
。
魏
晋
の

新
律
を
唐
律
に
至
る
線
上
に
捉
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
魏

晋
律
が
漢
律
よ
り
進
化
し
た
点
は
、
①
律
令
の
境
界
を
厳
密
に
し

た
、
②
学
理
に
根
拠
を
求
め
た
、
③
公
布
の
形
式
を
鄭
重
に
し

た
、
の
三
つ
だ
と
言
う
（
注
19
）
。
一
方
、
太
炎
は
、
五
朝
法
が
唐
律

や
明
清
律
と
は
違
い
、
官
吏
に
も
平
民
に
も
等
し
く
法
を
適
用
し

た
と
考
え
て
、
五
朝
法
の
中
に
法
の
下
の
平
等
を
発
見
し
た
。
梁

啓
超
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。
梁
啓
超
に
は
、
礼
が
法
に
影
響

し
た
問
題
点
を
さ
ぐ
る
視
点
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
梁
啓
超
の
よ
う
な
見
方
は
、
当
時
他
に
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
浅
井
虎
夫
『
支
那
法
制
史
』（
明
治
三
七
年
）
は
第

三
章
が
「
漢
代
の
法
制
」、
第
四
章
が
「
唐
代
の
法
制
」
と
構
成

さ
れ
て
、
五
朝
法
の
専
論
は
な
い
。
ま
た
同
じ
く
浅
井
虎
夫
『
支

那
ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
』（
明
治
四
四
年
）
は
、
漢
と
隋

唐
の
間
に
第
四
章
「
魏
晋
以
後
ノ
法
典
」
を
設
け
て
佚
文
の
蒐
集

に
当
て
て
い
る
が
、
法
制
史
的
評
価
を
し
て
い
な
い
。
当
時
、
魏

晋
の
法
は
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
太
炎
が
「
重
生
命
」「
平
吏
民
」
と
い
っ
た
視
点
か

ら
、
五
朝
法
の
中
に
近
代
法
の
精
神
を
探
っ
た
こ
と
は
、
清
末
に

お
い
て
珍
し
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
劉
師
培

国
学
者
劉
師
培
（
一
八
八
四
～
一
九
一
九
）
は
、『
中
国
民
約

精
義
』（
一
九
〇
三
）
の
中
で
、
中
国
の
律
令
は
敕
令
で
あ
っ
て

法
律
で
は
な
く
、
家
法
で
あ
っ
て
国
法
で
は
な
い
と
述
べ
た
（
注
1
）
。

当
時
、「
法
」
と
は
誰
も
が
守
る
も
の
で
、
立
法
権
は
一
国
人
民

の
公
有
で
あ
り
、
君
主
は
議
会
の
協
賛
を
得
て
立
法
権
を
行
う
、

と
立
憲
君
主
制
の
見
方
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
法
に

触
れ
た
箇
所
は
あ
る
が
、
法
学
の
専
論
と
し
て
は
「
憲
法
解
」

（
注
2
）
「
漢
代
法
制
発
微
」（
注
3
）
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」（
注
4
）
「
刑
礼

論
」（
注
5
）
な
ど
が
あ
る
。
彼
の
思
想
的
転
向
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ

が
、
礼
と
法
の
相
補
的
関
係
を
自
明
の
前
提
と
す
る
点
で
は
一
貫

し
、
評
価
の
重
心
を
い
ず
れ
に
置
く
か
の
相
違
で
し
か
な
い
。
見

て
み
よ
う
。
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「
憲
法
解
」（
一
九
〇
六
）
は
、
立
憲
制
へ
の
関
心
を
背
景
に
、

訓
詁
学
的
手
法
に
よ
っ
て
専
制
君
主
制
と
中
国
の
法
と
の
関
係
を

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
憲
」
と
は
一
国
の
遵
う
べ

き
旧
典
で
、
君
主
も
違
反
で
き
ぬ
も
の
で
あ
り
、
古
え
の
中
国
に

は
存
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
秦
漢
以
降
、
君
主
は
法
典
を
軽
視
し
て

き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
漢
代
法
制
発
微
」（
一
九
〇
六
）
は
、
漢
代
の
法
の
厳
し
さ
が

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、『
漢
書
』
の
刑
法
志
や
列
伝
な

ど
を
引
用
し
、
漢
代
の
法
の
苛
酷
さ
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
論
文
で
、
彼
は
法
を
酷
薄
と
見
て
お
り
（
注
6
）
、
翌
年
に

書
か
れ
た
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
と
は
、
法
に
対
す
る
見
方
が
異

な
る
。
一
九
〇
七
年
は
、
彼
が
来
日
し
て
同
盟
会
に
加
入
、
ア
ナ

キ
ス
ト
雑
誌
『
天
義
報
』
を
創
刊
し
た
年
で
あ
る
。
北
一
輝
や
和

田
三
郎
ら
と
も
交
わ
り
、
劉
師
培
に
と
っ
て
知
的
刺
激
に
富
ん
だ

こ
と
が
関
係
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
儒
学
法
学
分
岐
論
」（
一
九
〇
七
）
は
、
法
学
の
古
代
に
お
け

る
地
位
の
高
さ
を
論
じ
て
、
法
は
刻
深
と
い
う
謗
り
の
不
当
な
こ

と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
法
に
対
す
る
見
方
が
前
年
の
「
漢
代

法
制
発
微
」
と
は
違
っ
て
い
る
。
劉
師
培
は
『
漢
書
』
や
『
後
漢

書
』、
崔
寔
、
仲
長
統
、
応
劭
な
ど
を
引
用
し
て
、
漢
代
に
お
け

る
法
学
と
儒
学
の
関
係
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
礼
制
を
根
拠
に
し
た
同
罪
異
罰
と
い
っ
た
中
国
法

の
性
格
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
言

う
。
上
古
で
は
、「
士
」
に
だ
け
学
が
あ
り
官
に
入
れ
た
。「
士
」

は
「
吏
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
古
学
の
起
源
に
お
い
て
は
、
法
典

が
第
一
に
重
ん
じ
ら
れ
た
ほ
ど
に
、
法
学
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ

れ
故
、
秦
代
で
は
法
学
が
重
視
さ
れ
、
法
令
を
「
吏
」
に
学
ん
だ

の
で
あ
る
（
注
7
）
。
と
こ
ろ
が
漢
代
に
な
っ
て
、
儒
と
「
吏
」
が

分
化
し
、
文
吏
は
法
令
を
多
く
学
び
、
儒
生
は
礼
教
を
多
く
説
い

た
（
注
8
）
。
儒
生
は
法
官
を
輔
け
て
古
義
を
援
き
、
今
獄
を
断
じ
る

に
至
っ
た
が
、
儒
生
は
民
間
の
情
偽
に
疎
く
、
言
う
こ
と
も
迂
闊

で
、
結
果
的
に
悪
賢
い
者
を
利
し
た
（
注
9
）
。
東
漢
と
西
漢
で
は
、

儒
生
も
文
吏
も
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
違
い
、
儒
学
は
虚
に
近
く
、
法

学
は
実
に
近
か
っ
た
（
注
10
）
。
吏
治
が
残
酷
だ
と
言
う
の
は
、
彼
ら

が
法
に
背
い
た
結
果
で
あ
る
、
と
（
注
11
）
。

こ
の
議
論
の
特
徴
は
、
儒
学
と
法
学
を
区
別
し
、
古
代
に
お
け

る
法
学
の
重
要
性
を
説
い
た
点
に
あ
る
。「
漢
代
法
制
発
微
」
の

よ
う
に
法
は
苛
酷
だ
と
い
う
儒
教
風
の
見
方
を
し
な
い
の
で
あ

る
。
儒
学
と
法
学
と
の
区
別
は
、
前
掲
の
穂
積
陳
重
「
礼
ト
法
」

が
先
秦
に
お
け
る
礼
と
法
の
分
化
過
程
を
考
察
し
た
の
に
似
て
い

る
。
劉
師
培
も
こ
の
論
文
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
礼
と
法
の
未
分
化
と
い
う
中
国
法
の
性
格
に
つ
い
て
は
触
れ

な
い
。
ど
こ
ま
で
も
法
学
の
重
要
性
だ
け
を
説
く
。
ま
た
沈
家
本

「
法
学
盛
衰
説
」
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
劉
師
培
は
法
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学
の
重
要
性
を
漢
代
に
限
っ
て
歴
史
的
に
検
証
し
よ
う
と
し
た
点

が
沈
家
本
と
は
異
な
る
。
例
え
ば
こ
う
で
あ
る
。

（
Ａ
） 「（
引
経
決
獄
は
）
実
に
酷
吏
の
舞
文
に
便
な
り
」

（
第
二
葉
ｂ
）

（
Ｂ
） 「
後
儒
は
察
せ
ず
し
て
妄
り
に
謂
う
、
儒
生
は
仁
厚
を

以
て
治
を
施
し
、
法
吏
の
縦
暴
と
同
じ
か
ら
ず
、
と
。

知
ら
ず
惟
だ
法
吏
の
み
能
く
民
を
治
む
る
を
」（
第
三

葉
ｂ
）

（
Ｃ
） 「
是
に
由
り
て
之
を
言
へ
ば
、
法
吏
は
乃
ち
軽
刑
な

り
。
重
刑
に
は
非
ず
。
漢
は
吏
を
以
て
太
平
を
致
し
、

儒
を
以
て
太
平
を
致
す
に
は
非
ざ
る
な
り
」（
第
五
葉

ｂ
）

儒
教
が
法
に
関
与
し
た
結
果
、「
酷
吏
」
が
「
舞
文
」
し
た
の
に

（
Ａ
）、
後
代
、
儒
生
は
仁
厚
で
あ
り
法
吏
は
横
暴
と
い
う
俗
説
が

生
ま
れ
た
（
Ｂ
）。
太
平
の
治
は
法
学
に
基
づ
き
儒
学
に
基
づ
く

の
で
は
な
い
（
Ｃ
）、
と
言
う
の
で
あ
る
。「
儒
学
法
学
分
岐
論
」

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
法
学
の
高
い
評
価
は
、
や
は
り
近
代
法
の

導
入
と
い
う
時
代
背
景
と
切
り
離
せ
な
い
。
し
か
し
、
礼
と
法
の

相
補
性
は
、
彼
に
と
っ
て
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
儒
教
が
「
不
当

に
」
貶
価
し
て
き
た
法
学
の
地
位
を
見
直
し
た
ま
で
と
言
え
る
。

「
刑
礼
論
」
で
も
、
礼
と
法
の
相
補
性
は
自
明
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

「
刑
礼
論
」（
一
九
一
四
）
は
、
礼
と
法
の
相
補
性
を
当
然
と
し

な
が
ら
、
従
来
と
は
違
い
、
清
末
の
近
代
法
導
入
に
対
す
る
批
判

が
顕
れ
、
礼
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
言
う
。

「
是
れ
知
る
、
礼
は
以
て
敬
を
崇
び
、
刑
は
以
て
威
を
明
ら

か
に
す
。
律
は
以
て
名
を
正
し
、
令
は
以
て
制
を
存
す
。
禁

は
以
て
衆
を
斉
ひ
、
分
は
以
て
争
ひ
を
止
む
る
を
」
（
注
12
）

こ
れ
は
『
尚
書
』
呂
刑
や
『
周
礼
』
な
ど
を
引
用
し
、
そ
れ
に

コ
メ
ン
ト
し
た
も
の
だ
が
（
注
13
）
、「
刑
礼
論
」
末
尾
の
案
語
で
、

清
末
の
新
律
が
礼
を
踏
ま
え
て
い
な
い
と
批
判
し
て
言
う
。

「
案
ず
る
に
、
中
国
は
三
代
以
来
、
礼
教
と
刑
律
と
は
、
互

い
に
表
裏
の
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
礼
か
ら
出
て
刑
に

入
り
、
古
に
は
明
訓
が
あ
っ
た
。
清
の
末
葉
に
な
る
と
、
新

律
に
改
訂
し
た
。
条
文
は
備
わ
っ
て
い
た
が
、
頒
行
さ
れ
な

か
っ
た
。
民
国
が
成
立
す
る
と
、
全
て
が
草
創
さ
れ
、
暫
行

刑
律
が
決
め
ら
れ
た
。
法
廷
で
用
い
ら
れ
て
、
三
年
に
な
る

が
、
礼
と
刑
は
付
合
せ
ず
政
治
と
法
律
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ

る
」
（
注
14
）

劉
師
培
は
、
も
と
も
と
礼
と
法
は
相
補
的
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て

い
た
が
、
彼
は
新
律
が
礼
と
法
の
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
た
と
見
た
の

で
、
近
代
法
導
入
を
批
判
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
壊
し
た
と
言
う
の

は
、
平
等
の
精
神
が
綱
常
を
乱
し
た
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。

「
新
律
の
條
文
は
『
斉び
よ
う
ど
う等
』
を
た
っ
と
ぶ
か
ら
、
こ
れ
を
一
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族
郎
党
に
お
こ
な
っ
た
ら
、
目
上
の
者
を
犯
す
風
潮
を
戢お
さ

め

る
に
は
不
十
分
だ
」（
注
15
）
。

こ
の
よ
う
に
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」（
一
九
〇
七
）
で
は
法
学
に

高
い
評
価
を
与
え
、「
刑
礼
論
」（
一
九
一
四
）
で
は
逆
に
礼
制
を

た
っ
と
ん
だ
の
で
あ
る
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
の
議
論
は
古

典
の
表
象
を
借
り
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、「
民
は
天
地

の
気
を
含
み
、
五
常
の
性
有
り
。
仁
を
陽
に
取
り
、
義
を
陰
に
資

く
」（「
刑
礼
論
」
第
一
葉
ａ
）
と
い
っ
た
類
で
、「
五
常
」「
仁
」

「
義
」
と
い
っ
た
表
象
で
生
き
る
現
実
を
解
し
、
表
象
と
現
実
と

の
間
に
溝
を
見
い
出
さ
な
い
。
表
象
世
界
は
彼
の
生
き
る
現
実
そ

の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
礼
と
法
と
は
矛
盾
せ
ず
、
太
炎

の
よ
う
に
法
制
と
実
態
と
の
溝
を
具
体
的
に
さ
ぐ
る
作
業
を
し
な

い
。
彼
が
旧
律
に
疑
義
を
懐
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
秦
漢
以
下
、
数し
ば

し
ば
法
禁
を
革
め
、
不
孝
の
科
を
重
く
し

内
乱
の
罰
を
厳
し
く
す
る
に
至
る
。
之
を
軽
重
す
る
は
、
則

ち
喪
服
の
准
率
と
符
を
合
し
て
規
を
重
ん
じ
、
上
は
旧
章
に

応
ぜ
し
め
ん
と
す
れ
ば
な
り
」（「
刑
礼
論
」
第
一
葉
ｂ
）

「
竊
か
に
以お
も

ふ
に
、
旧
律
の
用
は
礼
教
に
協
応
し
、
下
は
邦

俗
に
適か
な

ひ
、
民
徳
を
し
て
厚
き
に
帰
せ
し
む
」（「
刑
礼
論
」

第
二
葉
ａ
）

彼
は
「
不
孝
」
や
「
内
乱
」（
小
功
以
上
の
親
や
父
祖
の
妾
を
姦

す
る
な
ど
）
な
ど
「
十
悪
」
に
対
し
て
、
異
議
を
さ
し
挟
さ
ま
な

い
。
そ
れ
が
礼
制
に
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
太
炎
は

「
十
悪
」
を
問
題
視
し
、「
重
生
命
」
の
視
点
か
ら
親
殺
し
と
子
殺

し
と
の
間
に
あ
る
処
罰
の
違
い
を
批
判
し
た
。
同
じ
国
学
者
と
は

い
え
、
劉
師
培
の
精
神
的
態
度
は
、
太
炎
と
は
異
な
る
。

（
三
）
厳
復

厳
復
（
一
八
五
四
～
一
九
二
一
）
は
、C.L.S.M

ontesquieu

“De lʼesprit des lois

”（
一
七
四
八
）
を
『
法
意
』
の
書
名
で

漢
訳
し
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に
か
け
て
、
商
務
印
書

館
か
ら
出
版
し
た
。
折
し
も
清
朝
政
府
が
立
憲
制
の
導
入
に
動
き

出
し
た
頃
で
あ
る
。
厳
復
の
関
心
が
政
体
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

「
憲
法
大
義
」（
一
九
〇
六
）
な
ど
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
法
は

政
体
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
モ
ン

テ
ス
キ
ュ
ウ
の
政
体
分
類
を
紹
介
し
て
、
法
と
刑
は
「
無
道
」
で

あ
る
専
制
政
体
の
制
度
で
あ
り
、
礼
と
徳
は
「
有
道
」
で
あ
る

「
民
主
」
と
「
独
治
」
の
制
度
だ
、
と
厳
復
は
言
う
の
で
あ
る
（
注
1
）
。

そ
し
て
、
彼
も
礼
と
法
の
相
補
的
関
係
を
当
然
と
見
な
し
て
い

る
。中

国
の
法
に
つ
い
て
、
厳
復
は
『
法
意
』
の
案
語
で
、
ほ
ぼ
次

の
よ
う
に
言
う
。
西
洋
の
法
制
は
「
国
際
公
法
」「
公
法
」「
私

法
」
の
三
つ
に
分
か
れ
る
が
、
中
国
法
に
は
公
私
の
区
別
は
な

く
、
あ
る
の
は
礼
と
刑
の
区
分
で
あ
る
。
礼
は
未
然
に
防
ぎ
、
刑
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は
已
然
を
懲
ら
す
も
の
だ
（
注
2
）
。
礼
は
「
君
子
」
を
待
つ
所
以
、

刑
は
「
小
人
」
を
威
す
所
以
で
あ
る
（
注
3
）
。
礼
は
聖
人
に
よ
っ
て

制
定
さ
れ
、
西
洋
の
い
わ
ゆ
る
「
教
」
に
相
当
す
る
（
注
4
）
。
中
国

で
は
法
は
刑
の
こ
と
で
あ
り
、
臣
民
を
束
縛
す
る
が
、
国
君
は
法

か
ら
超
然
と
し
て
い
る
（
注
5
）
。
裁
判
に
し
て
も
、
西
洋
が
法
を

守
っ
て
民
を
保
護
す
る
の
に
比
し
て
、
中
国
で
は
法
は
無
視
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
曲
直
に
問
題
を
残
し
て
民
を
害
す
る
こ
と

が
あ
る
（
注
6
）
。
中
国
法
で
は
漢
律
が
も
っ
と
も
備
わ
り
、
西
洋
の

ロ
ー
マ
法
に
似
て
い
る
（
注
7
）
。
中
国
法
は
①
悪
人
を
苦
し
め
る
、

②
悪
を
予
防
す
る
、
③
間
違
い
を
改
め
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ

り
（
注
8
）
、
中
国
の
刑
訊
は
残
酷
か
つ
非
人
道
的
な
の
で
中
国
の
恥

だ
（
注
9
）
。
中
国
の
刑
獄
は
貴
に
よ
っ
て
賤
を
治
め
る
方
式
で
あ
り
、

貴
が
仁
か
暴
か
で
、
公
平
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。
貴
が
仁
だ
と
、

民
の
父
母
に
な
り
、
暴
だ
と
豺
狼
に
な
る
か
ら
だ
（
注
10
）
。
そ
し
て
、

清
末
の
法
制
改
革
の
一
つ
と
し
て
凌
遅
や
梟
首
、
戮
死
の
極
刑
が

な
く
な
っ
た
こ
と
を
「
聖
主
如
天
之
仁
」
と
評
し
た
（
注
11
）
。
法
制

改
革
に
は
肯
定
的
な
の
で
あ
る
。

上
の
よ
う
に
厳
復
は
、
西
洋
の
法
と
比
較
し
て
、
中
国
の
法

は
、「
無
道
」
の
世
に
お
い
て
悪
を
予
防
し
処
罰
す
る
も
の
で
あ

り
、「
小
人
」
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
た
。
彼
か
ら
す
れ
ば
、

礼
と
法
は
適
用
さ
れ
る
社
会
階
層
が
異
な
る
に
す
ぎ
ず
、
両
者
の

相
補
的
関
係
は
自
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
た
だ
ひ
と
つ
厳
復
に

は
弁
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
が
、「
支
那
帝

国
」
を
「
恐
怖
」「
栄め
い

寵よ

」「
道
徳
」
を
一
つ
に
し
た
政
体
だ
と
評

し
、
何
事
も
「
杖
」
で
殴
ら
な
け
れ
ば
出
来
な
い
よ
う
な
人
民

に
、
い
わ
ゆ
る
「
栄
寵
」
が
あ
る
の
か
、
と
批
評
し
た
点
で
あ

る
（
注
12
）
。
宣
教
師
が
伝
え
た
中
国
の
道
徳
性
と
商
人
が
伝
え
た
皇

帝
の
暴
虐
性
と
の
余
り
の
乖
離
に
対
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
は

疑
義
を
懐
い
た
わ
け
だ
が
、
彼
は
当
然
「
君
子
」
と
「
小
人
」
と

い
う
区
別
を
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
厳
復
は
、「
杖
」
は
中
国
の

辱
と
す
る
に
は
足
り
な
い
と
反
論
し
た
。
礼
は
「
君
子
」
を
待
つ

所
以
、
刑
は
「
小
人
」
を
威
す
所
以
で
、「
杖
」
は
「
小
人
」
に

適
用
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
注
13
）
。
礼
に
生
き

る
「
君
子
」
に
は
無
関
係
と
い
う
わ
け
だ
。
た
だ
、
厳
復
が
反
論

し
に
く
か
っ
た
一
点
が
あ
っ
た
。「
廷
杖
」
で
あ
る
。「
廷
杖
」

は
、
皇
帝
が
過
失
の
あ
っ
た
官
吏
を
杖
撃
す
る
刑
罰
だ
が
、
官
吏

は
「
栄
寵
」
を
も
つ
「
君
子
」
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
加

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
官
吏
は
「
君
子
」
だ
と
い
う
理

念
的
前
提
と
現
実
に
は
罪
を
犯
す
実
態
と
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
は
「
君
子
」
を
も
「
杖
」

で
威
し
て
律
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
中
国
的
精
神
の
矛
盾
を
見

出
し
て
い
た
の
だ
が
、
厳
復
は
清
律
に
至
っ
て
「
廷
杖
」
が
な
く

な
り
前
進
し
た
、
と
弁
明
し
た
（
注
14
）
。
因
み
に
付
け
加
え
る
と
、

太
炎
は
、「
廷
杖
」
に
対
し
て
は
、
厳
復
と
正
反
対
の
見
方
で
あ
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る
。
官
員
が
違
反
を
し
て
「
廷
杖
」
を
受
け
る
の
は
当
然
で
、
明

代
は
免
官
に
よ
っ
て
満
杖
の
刑
に
代
え
て
い
る
が
、
罰
俸
貶
官
で

す
ま
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
杖
刑
の
適
用
を
主
張
し
た
（
注
15
）
。
太
炎
は

官
員
の
「
栄
寵
」
よ
り
も
法
の
均
等
な
適
用
を
重
視
し
、
厳
復
は

逆
に
官
員
の
「
栄
寵
」
を
重
視
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
厳
復
か
ら
す
れ
ば
、
礼
と
法
は
中
国
で
は
相
補
的
で
あ

り
、
礼
は
「
君
子
」
た
る
士
人
の
規
範
、
法
は
「
小
人
」
へ
の
威

嚇
な
の
で
あ
る
。
礼
と
法
は
、
適
用
さ
れ
る
社
会
階
層
が
異
な
る

か
ら
、
中
国
の
政
体
に
「
恐
怖
」「
栄
寵
」「
道
徳
」
が
混
在
し
て

い
て
当
然
な
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
礼
の
法
に
対
す
る
影
響
が

問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
四
）
清
朝
官
僚
た
ち
―
沈
家
本
そ
の
他

清
朝
官
僚
と
い
っ
て
も
、
近
代
法
導
入
を
推
進
し
た
沈
家
本

（
一
八
四
四
～
一
九
一
三
）（
注
1
）
と
そ
れ
に
反
対
し
た
者
と
は
見
方

が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
礼
と
法
に
限
っ
て
見
て
お
こ
う
。

（
Ａ
）
沈
家
本　

彼
の
「
法
学
盛
衰
説
」
は
、
礼
（
儒
学
）
と

法
の
関
係
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。
法

学
は
古
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
秦
で
衰
え
、
漢
代
以
降
は
儒
学

者
が
法
の
解
釈
を
行
い
、
唐
律
で
体
系
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、

元
・
明
・
清
で
法
学
は
衰
え
た
、
と
（
注
2
）
。
そ
し
て
礼
と
法
の
関

係
に
つ
い
て
、
礼
が
「
制
治
の
原
に
し
て
法
を
偏
重
せ
ず
。
然
れ

ど
も
亦
た
法
を
廃
し
て
用
ひ
ざ
る
能
は
ず
」
と
言
っ
た
（
注
3
）
。
礼

を
政
治
の
根
幹
と
し
て
、
法
と
相
補
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
法
が
礼
治
の
補
助
だ
と
い
う
の
は
、
先
ず
教
え
る
こ
と
を
せ

ず
に
、
罪
を
犯
し
た
か
ら
罰
す
る
と
い
う
の
は
、
間
違
い
だ
と
考

え
る
か
ら
だ
。
法
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
衰
世
の
徴
な
の
で
あ
る
。

孔
子
は
「
聴
訟
、
吾
猶
人
也
。
必
也
使
無
訟
」（『
論
語
』
顔
淵

篇
）
と
訴
訟
の
な
い
状
態
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
が
、
沈
家

本
も
同
様
で
、
儒
教
が
基
本
的
立
場
な
の
で
あ
る
。
礼
が
先
で
刑

が
後
と
い
う
見
方
は
、
彼
の
『
歴
代
刑
官
考
』
で
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
（
注
4
）
。

で
は
、
彼
は
法
務
官
僚
と
し
て
、
実
際
に
礼
の
法
に
対
す
る
影

響
を
い
か
に
評
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
綱
の
扱
い
を
見
て
み
よ

う
。
沈
家
本
か
ら
す
る
と
、
夫
婦
の
倫
は
、
君
臣
の
倫
、
父
子
の

倫
に
比
べ
て
、
情
誼
で
は
尊
厳
、
分
際
で
は
距
離
の
点
で
他
の
二

つ
の
倫
と
違
う
。
だ
か
ら
妻
が
夫
を
謀
殺
し
た
り
毆
殺
し
た
場

合
、
絞
殺
に
す
る
の
が
よ
い
。
西
洋
の
男
女
平
等
説
は
中
国
で
は

実
行
で
き
な
い
の
で
、
情
を
計
っ
て
罪
を
定
め
る
の
が
、
公
平
で

穏
当
に
近
い
と
言
う
（
注
5
）
。
ま
た
祖
父
母
・
父
母
の
謀
殺
や
毆
殺

は
、
倫
常
の
変
と
し
て
極
め
て
大
き
な
罪
悪
だ
が
、
新
律
草
案
で

は
斬
決
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
再
び
改
め
る
こ
と
は
し
な
い
と
し

て
い
る
（
注
6
）
。
例
え
ば
大
清
律
で
は
、
妻
妾
の
夫
や
夫
の
祖
父

母
・
父
母
を
謀
殺
せ
ん
と
し
て
未
遂
だ
と
斬
刑
、
実
際
に
殺
す
と
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凌
遅
処
死
で
あ
り
（
注
7
）
、「
十
悪
」
の
内
の
「
悪
逆
」
と
さ
れ
て

処
罰
は
極
め
て
重
い
。
し
か
し
、
新
律
草
案
で
は
「
死
刑
」
と
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
絞
刑
で
あ
っ
て
凌
遅
処
死
な
ど
の
極
刑
で
は
な

い
（
注
8
）
。

ま
た
「
十
悪
」
の
評
語
か
ら
も
三
綱
の
見
方
が
窺
え
る
。
そ
も

そ
も
「
十
悪
」
は
天
子
や
現
王
朝
に
対
す
る
罪
と
家
族
秩
序
に
対

す
る
罪
で
あ
っ
て
、
儒
教
倫
理
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、「
一
曰
謀
反
、
二
曰
謀
大
逆
、
三
曰
謀
叛
、
四
曰
悪
逆
、

五
曰
不
道
、
六
曰
大
不
敬
、
七
曰
不
孝
、
八
曰
不
睦
、
九
曰
不

義
、
十
曰
内
乱
」
で
あ
る
。
沈
家
本
は
言
う
。「
十
悪
」
は
北
斉

に
始
ま
り
、「
重
罪
十
條
」
と
呼
ば
れ
て
軽
罪
で
は
な
か
っ
た
が
、

隋
に
な
っ
て
こ
れ
が
改
め
ら
れ
て
軽
罪
も
そ
こ
に
加
わ
っ
た
。
特

に
第
六
條
以
下
は
そ
れ
ほ
ど
の
罪
で
は
な
い
の
に
、
一
概
に
「
十

悪
」
と
さ
れ
た
、
と
（
注
9
）
。
彼
は
「
先
王
の
法
、
恐
ら
く
是か
く

の
若ご
と

く
こ
れ
苛
な
ら
ざ
ら
ん
」
と
評
し
た
。「
不
孝
」
や
「
不
睦
」
な

ど
、
家
族
秩
序
の
紊
乱
ま
で
法
的
に
「
重
罪
」
と
す
る
礼
制
の
影

響
に
疑
い
の
目
を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
沈
家
本
は
礼
制
に
影
響
さ
れ
た
中
国
法
に
問
題
の
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
は
い
た
が
、
近
代
法
導
入
の
当
事
者
と
し
て
、

現
実
的
な
折
衷
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、

礼
と
法
の
相
補
性
に
つ
い
て
は
、
自
明
と
し
て
疑
っ
て
い
な
い
。

（
Ｂ
）
そ
の
他
の
官
僚
た
ち　

一
九
〇
七
年
、
新
律
草
案
が
策

定
さ
れ
て
、
そ
れ
が
各
部
と
督
撫
の
簽
注
に
付
さ
れ
る
と
、
草
案

に
対
し
て
批
判
的
意
見
が
続
出
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
学

の
研
究
に
委
ね
て
（
注
10
）
、こ
こ
で
は
礼
と
法
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

そ
の
考
察
を
通
し
て
、
官
僚
の
新
律
批
判
が
太
炎
の
も
の
と
は
異

質
な
こ
と
が
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。

礼
と
法
の
相
補
性
に
つ
い
て
、
江
蘇
巡
撫
陳
啓
泰
は
言
う
。

「
刑
罰
の
根
源
は
礼
教
に
基
づ
く
。
礼
教
が
異
な
れ
ば
、
刑
罰
が

全
て
同
じ
と
い
う
の
は
無
理
で
あ
」
り
、
刑
罰
を
軽
く
す
る
こ
と

は
、
聖
人
の
「
明
刑
弼
教
」
の
意
に
背
く
、
と
（
注
11
）
。
同
様
の
意

見
は
江
西
巡
撫
馮
汝
騤
も
唱
え
、
軽
刑
は
聖
人
の
「
明
刑
弼
教
」

の
本
意
で
は
な
い
と
し
（
注
12
）
、
河
南
巡
撫
呉
重
憙
も
「
刑
の
根
原

は
礼
と
互
い
に
維つ

繋な

が
る
」
も
の
で
、
唐
律
が
こ
の
趣
旨
を
受
け

継
い
で
い
る
、
と
言
う
（
注
13
）
。
礼
と
法
が
相
補
的
関
係
に
あ
る
こ

と
は
、
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
り
、
そ
の
自
明
さ
は
自
然
に

基
づ
く
と
さ
れ
た
。
陳
啓
泰
は
、「
伏
し
て
我
朝
の
刑
法
を
査し
ら

べ

て
み
ま
す
と
、
前
明
の
旧
制
を
う
け
、
列
聖
の
纂
修
を
へ
て
詳
明

平
恕
、
悉
く
天
理
人
情
の
至
に
準
じ
て
お
り
ま
す
」、と
言
う
（
注
14
）
。

そ
も
そ
も
儒
教
は
礼
と
法
の
関
係
を
「
明
刑
弼
教
」
と
し
て
定

式
化
し
た
（
注
15
）
。
法
は
あ
く
ま
で
も
礼
の
補
助
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
旧
律
が
礼
か
ら
の
逸
脱
を
法
的
に
罰
し
た
こ
と

を
新
律
は
否
定
し
た
か
ら
、
官
僚
た
ち
は
、
新
律
草
案
が
天
理
自

然
に
背
く
大
罪
だ
と
反
発
し
た
わ
け
で
あ
る
。
も
は
や
問
題
は
各
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條
文
の
妥
当
性
の
範
囲
を
超
え
て
、
儒
教
世
界
の
存
立
根
拠
そ
の

も
の
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
学
堂
総
監
督
劉
廷
琛
は
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

「
竊
か
に
維お
も

ふ
に
政
治
は
時
と
と
も
に
変
通
す
る
も
、
綱
常

は
万
古
不
易
な
り
。
故
に
世
局
の
推
移
に
因
り
て
法
律
を
修

改
す
る
は
可
な
り
。
法
律
を
修
改
す
る
に
因
り
て
綱
常
を
毀

滅
す
る
は
則
ち
大
い
に
不
可
な
り
。
蓋
し
…
綱
常
の
壊
た
る

る
禍
は
、
天
下
を
亡
ぼ
す
に
在
り
て
、
人
道
滅
絶
す
る
の
憂

ひ
有
り
」（
注
16
）

「
綱
常
は
万
古
不
易
」
で
あ
る
か
ら
、「
綱
常
を
毀
滅
」
す
る
よ
う

な
法
律
の
修
改
は
、
天
下
を
亡
ぼ
し
人
道
の
絶
え
る
懼
れ
が
あ

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
劉
廷
琛
か
ら
す
れ
ば
、
天
下
の
治
安
が

保
た
れ
る
の
は
、
綱
常
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
ら
、
旧
律
が
三
綱
を

特
別
に
扱
う
の
は
、
自
然
の
理
法
に
適
う
。
こ
こ
で
彼
ら
が
固
執

し
た
の
は
、
儒
教
的
世
界
の
存
立
根
拠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の

発
想
が
太
炎
の
「
重
生
命
」
な
ど
の
視
点
と
異
質
な
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
官
僚
た
ち
の
具
体
的
な
条
文
批
判
を
太

炎
の
視
点
と
比
べ
て
み
よ
う
。

（
Ｃ
）
官
僚
の
條
文
批
判　

先
ず
太
炎
の
五
朝
法
に
対
す
る
見

方
を
想
起
し
た
い
。
太
炎
は
「
重
生
命
」
の
項
に
お
い
て
、
祖
父

母
・
父
母
が
子
を
殺
し
た
場
合
、
晋
律
が
一
般
人
の
場
合
と
同
様

に
処
罰
し
た
点
を
高
く
評
価
し
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
律
以
降
、
尊

長
が
卑
幼
を
殺
し
た
場
合
と
卑
幼
が
尊
長
を
殺
し
た
場
合
と
で
、

罪
科
の
上
で
大
き
な
違
い
を
設
け
て
き
た
か
ら
、
晋
律
が
罪
科
を

等
し
く
適
用
し
た
点
を
生
命
を
重
視
す
る
と
し
て
、
彼
は
高
く
評

価
し
た
わ
け
だ
（
注
17
）
。
ま
た
彼
は
「
平
吏
民
」
の
項
に
お
い
て
、

中
国
法
は
官
員
を
法
的
に
優
遇
し
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
官
員
殺

害
に
重
罪
を
科
し
た
こ
と
を
、「
部
民
殺
長
吏
」
條
を
例
に
批
判

し
た
（
注
18
）
。
太
炎
は
法
の
均
等
な
適
用
を
唱
え
て
、
中
国
法
の
官

員
優
遇
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
二
点
（
尊
長
と
卑
幼
と
の
間
柄
で
の
殺
害
及
び
官
員
の

殺
害
）
に
つ
い
て
、
官
僚
た
ち
の
見
方
は
太
炎
と
は
違
う
。
例
え

ば
江
蘇
巡
撫
陳
啓
泰
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
新
律
は
「
制
使
及

び
本
管
官
を
殺
す
と
、
一
般
人
と
同
様
に
扱
う
。
ま
た
子
孫
が
祖

父
母
・
父
母
を
謀
殺
し
た
ら
死
刑
に
な
る
が
、
祖
父
母
・
父
母
が

子
孫
を
殺
す
と
、
一
般
人
と
同
様
に
扱
う
」。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
法
の
み
な
ら
ず
政
体
と
名
教
に
関
わ
る
問
題
で
、「
大
い
に
人

心
世
道
の
憂
い
と
な
ろ
う
」
と
（
注
19
）
。
陳
啓
泰
は
、
法
を
均
等
に

適
用
す
る
こ
と
に
反
対
な
の
で
あ
る
。
旧
律
は
名
教
を
基
に
政
体

を
護
持
し
て
き
た
が
、
官
員
の
法
的
優
遇
は
「
天
理
人
情
之
至
」

に
基
づ
く
の
で
当
然
と
考
え
る
か
ら
だ
。「
明
刑
弼
教
」
は
、
名

教
社
会
の
不
動
の
定
論
な
の
で
あ
る
。

ま
た
贖
罪
に
つ
い
て
、
太
炎
は
「
老
小
女
人
篤
癃
病
」
に
限
っ

て
認
め
、
一
般
人
に
贖
罪
を
認
め
る
な
と
主
張
し
た
。
中
国
の
贖
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罪
制
度
は
、
贖
罪
で
き
る
富
人
と
官
員
に
有
利
だ
か
ら
で
あ

る
（
注
20
）
。
と
こ
ろ
が
河
南
巡
撫
呉
重
憙
は
新
律
を
批
判
す
る
。
罰

金
刑
を
主
刑
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。
現
行
の
刑
律
は
、
収
贖
を
情
節

の
軽
い
者
と
笞
杖
を
受
く
べ
き
者
に
適
切
に
施
し
て
い
る
。
過
失

に
よ
っ
て
危
害
を
「
乗お
か
み輿
」
に
加
え
た
り
、
尊
属
親
を
死
も
し
く

は
篤
疾
に
な
ら
せ
た
場
合
は
、
収
贖
で
き
な
い
の
に
、
新
律
で
は

罰
金
刑
で
あ
る
、
と
（
注
21
）
。
呉
重
憙
か
ら
見
て
、
旧
律
に
は
収
贖

で
き
な
い
罪
が
あ
る
の
に
、
新
律
に
は
そ
れ
が
な
い
の
で
、「
奸

悪
を
止
む
る
に
は
足
ら
ず
、
悪
を
長
ぜ
し
む
る
に
足
る
」
こ
と
に

な
る
。
太
炎
は
収
贖
範
囲
を
定
め
原
則
と
し
て
贖
罪
を
認
め
な
い

こ
と
を
主
張
し
た
が
、
官
僚
た
ち
は
旧
律
の
ま
ま
現
行
秩
序
を
動

揺
さ
せ
る
こ
と
へ
の
処
罰
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

［
二
］
結
び
に
代
え
て

本
稿
は
、
梁
啓
超
や
劉
師
培
な
ど
、
太
炎
の
周
辺
人
物
の
礼
と

法
に
対
す
る
見
方
を
考
察
し
た
。
太
炎
は
事
例
を
挙
げ
て
、
四
つ

の
視
点
か
ら
中
国
法
を
篩
に
か
け
、
礼
の
法
に
対
す
る
影
響
を
批

判
し
た
が
、
彼
の
よ
う
な
議
論
が
清
末
、
普
通
に
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
。
こ
の
考
察
を
通
し
て
、
太
炎
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

梁
啓
超
や
劉
師
培
、
厳
復
ら
は
、
礼
と
法
の
相
補
性
を
疑
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
に
お
い
て
は
、
礼
の
影
響
を

受
け
た
旧
律
が
現
実
に
与
え
た
歪
み
は
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
点
は
清
朝
の
高
級
官
僚
も
同
様
で
あ
り
、
彼
ら
は
法
が
礼
を
補

う
こ
と
を
自
然
の
理
と
見
な
し
た
。
梁
啓
超
に
至
っ
て
は
、
礼
と

法
の
相
補
性
を
近
代
的
な
「
人
道
主
義
」
と
附
会
し
た
の
で
あ

る
。
一
方
、
太
炎
は
「
重
生
命
」
や
「
平
吏
民
」
の
項
で
、
中
国

法
に
お
け
る
尊
卑
長
幼
の
序
の
重
視
や
官
員
優
遇
を
批
判
し
て
、

礼
の
法
に
対
す
る
影
響
を
抉
り
出
し
、
法
を
均
等
に
適
用
す
る
こ

と
を
唱
え
た
。
子
の
生
命
を
親
と
等
し
く
扱
え
、
官
員
や
富
人
の

優
遇
を
認
め
ず
民
衆
と
等
し
く
扱
え
。
彼
は
法
の
下
の
平
等
を
主

張
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
権
利
の
平
等
で
は
な
く
、

処
罰
の
平
等
で
あ
る
。
同
じ
平
等
で
も
権
利
で
は
な
く
処
罰
と
い

う
の
は
、
法
を
め
ぐ
る
西
洋
と
中
国
の
政
治
文
化
の
差
異
に
よ
る

だ
ろ
う
。
中
国
に
お
い
て
、
主
権
者
は
王
で
あ
り
、
王
の
み
立
法

で
き
る
。
そ
こ
で
は
法
は
民
に
と
っ
て
拘
束
で
あ
っ
て
、
擁
護
で

は
な
い
。
法
と
権
利
が
表
裏
一
体
と
な
り
私
人
の
権
利
を
認
め
た

西
洋
の
法
と
は
、
本
来
異
質
な
の
で
あ
る
（
注
1
）
。

そ
の
上
、
中
国
に
は
伝
統
的
に
礼
と
法
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な
理

解
が
あ
っ
た
。「
刑
を
厳
し
く
す
れ
ば
、
則
ち
民
は
法
に
親
し
む
」

（『
韓
非
子
』
心
度
篇
）
と
い
っ
た
法
家
的
理
解
が
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
、「
明
刑
弼
教
」（
前
述
）
と
い
う
儒
家
的
理
解
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
を
批
判
す
る
立
場
も
存
し
た
。
道
家
で
あ
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る
。
例
え
ば
老
子
は
「
道
」
と
礼
に
つ
い
て
、「
夫
れ
礼
は
忠
信

の
薄
に
し
て
、乱
の
首は
じ
めな

り
」（
第
三
八
章
）
と
批
判
し
た
。「
道
」

が
失
わ
れ
て
不
自
然
な
道
徳
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
礼
が

生
ま
れ
た
か
ら
、
礼
は
乱
の
始
ま
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
法
に

つ
い
て
も
、
法
と
犯
罪
と
は
比
例
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
2
）
。

老
子
の
世
界
は
「
道
」
に
基
づ
く
か
ら
、
そ
こ
で
は
「
民
は
自
ら

化
し
」「
民
は
自
ら
正
し
」
く
、
礼
も
法
も
無
用
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
思
想
の
伝
統
に
お
い
て
、
中
国
で
は
礼
や
法
を
め
ぐ
る
理

解
は
多
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
会
制
度
の
構
想
も
自
ら
幅
が
広
く

な
る
。
清
末
、
旧
来
の
国
家
体
制
が
動
揺
し
て
、
制
度
構
想
が
あ

ら
た
め
て
問
わ
れ
始
め
た
。
専
制
政
体
に
代
え
て
立
憲
政
体
に
す

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
政
体
は
、
主
権
の
在
り
方
と
統
合
の
仕
方

に
関
わ
る
か
ら
、
そ
れ
は
法
と
社
会
の
形
を
問
う
こ
と
で
も
あ

る
。
思
う
に
制
度
は
本
来
ノ
モ
ス
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
数
の

人
間
が
共
同
で
信
じ
て
い
る
イ
デ
ア
的
側
面
を
も
つ
。
そ
れ
故
、

法
と
社
会
の
在
り
方
を
構
想
す
る
際
、
礼
や
法
を
め
ぐ
る
伝
統
的

理
解
が
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
太
炎
は
こ
う
し
た
時
期
に
、
法

の
均
等
な
適
用
を
説
い
て
、
礼
の
法
に
対
す
る
儒
教
の
影
響
を
批

判
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
法
の
下
で
権
利
と
し
て
の
平
等
を
説
か

な
か
っ
た
の
は
、
彼
個
人
の
見
方
と
と
も
に
、
法
と
社
会
を
め
ぐ

る
共
同
の
信
念
体
系
が
背
後
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
清
末
に
お
い

て
、
法
家
的
、
儒
家
的
、
あ
る
い
は
道
家
的
な
制
度
構
想
が
立
憲

政
体
と
い
う
異
質
な
発
想
と
出
会
っ
た
と
言
え
る
。
彼
が
反
功
利

主
義
者
と
し
て
構
想
し
た
社
会
は
、
中
国
社
会
と
法
制
の
中
で
一

体
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
の
問
題
は
、
あ
ら
た
め
て
別
稿
で
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

要
す
る
に
、「
五
朝
法
律
索
隠
」
は
、
日
本
で
も
中
国
で
も
法

制
史
研
究
が
着
手
さ
れ
た
段
階
、
清
末
に
お
い
て
中
国
法
の
性
格

を
洗
い
出
し
て
儒
教
の
影
響
を
批
判
し
た
。
太
炎
は
法
の
近
代
化

を
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
視
点
は
、
そ
の
周
辺
人
物
の
認

識
と
は
大
い
に
違
い
、
中
国
社
会
と
法
と
い
う
根
本
的
問
題
に
触

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注
は
じ
め
に

（
１
） 

拙
稿
「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
上
）
︱
『
五
朝
法
律
索
隠
』

の
視
点
︱
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
闕
号
（
総
五
八
号
）、
二
〇
一
四
年
六

月
。「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
下
）
︱
『
五
朝
法
律
索
隠
』

の
視
点
︱
」、『
中
国
研
究
集
刊
』
珠
号
（
総
五
九
号
）、
二
〇
一
四
年
十

二
月
。
関
連
論
考
に
、
拙
稿
「
章
炳
麟
『「
五
朝
法
律
索
隠
』
の
歴
史
的

位
置
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
號
号
（
総
五
六
号
）、
二
〇
一
三
年
）
が
あ

る
。

（
２
） 

塩
田
環
「
清
国
法
典
編
纂
事
情
」、『
法
学
志
林
』
十
巻
九
号
、
明
治
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四
一
年
。
島
田
正
郎
『
清
末
に
お
け
る
近
代
的
法
典
の
編
纂
』、
昭
和
五

五
年
、
創
文
社
。
宮
坂
宏
「
清
末
の
法
典
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
」、『
法
制

史
研
究
』
十
四
号
別
冊
、
一
九
六
四
年
な
ど
。

（
３
） 
島
田
前
掲
書
第
七
章
「
大
清
刑
律
草
案
と
大
清
現
行
刑
律
」、創
文
社
、

昭
和
五
五
年
。
小
野
和
子
「
清
末
の
刑
法
典
論
争
」、『
五
四
時
期
家
族

論
の
背
景
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
報
告
『
五

四
運
動
の
研
究
』
第
五
函
、
同
朋
舎
、
一
九
九
二
年
。
同
「
清
末
の
新

刑
律
暫
行
章
程
の
原
案
に
つ
い
て
」、『
柳
田
節
子
先
生
古
稀
記
念　

中

国
の
伝
統
社
会
と
家
族
』、一
九
九
三
年
、汲
古
書
院
。
松
田
恵
美
子
「
清

末
礼
法
争
議
小
考
（
一
）（
二
）」、『
法
学
論
叢
』
一
三
七
巻
二
号
、
一

三
七
巻
五
号
、
一
九
九
五
年
な
ど
。

（
４
） 

岡
田
朝
太
郎
「
清
国
既
成
法
典
及
ヒ
法
案
ニ
就
テ
」、『
法
学
志
林
』

第
十
三
巻
八
・
九
号
、
明
治
四
四
年
。

［
一
］
礼
と
法
を
め
ぐ
っ
て

（
１
） 

瞿
同
祖
「
中
国
法
律
之
儒
家
化
」（『
国
立
北
京
大
学
五
十
週
年
紀
念

論
文
集
』
文
学
院
第
四
種
、北
京
大
学
出
版
部
、一
九
四
八
年
原
載
）、『
中

国
法
律
与
中
国
社
会
』
附
録
（
中
華
書
局
版
附
録
、
一
九
八
一
年
。
上

海
商
務
印
書
館
一
九
四
七
年
原
刊
）。

（
２
） 

瞿
同
祖
前
掲
書
第
一
章
「
家
族
」
第
三
節
「
刑
法
与
家
族
主
義
」
二

七
頁
以
下
。

（
３
） 

沈
家
本
「
修
訂
法
律
大
臣
沈
家
本
奏
刑
律
草
案
告
成
分
期
繕
單
呈
覧

幷
陳
修
訂
大
旨
摺
」（
光
緒
三
三
年
八
月
二
六
日
）、『
清
末
籌
備
立
憲
檔

案
史
料
』（
下
）
第
二
編
所
収
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
。
ま
た
、
島

田
正
郎
前
掲
書
第
七
章
。

（
４
） 

内
藤
莞
爾
編
訳
『
デ
ュ
ル
ケ
ム
法
社
会
学
論
集
』
第
一
章
、恒
星
社
・

厚
生
閣
、
一
九
九
〇
年
。

（
５
） 『
大
清
律
』
刑
律
罵
詈
「
罵
祖
父
母
父
母
」
條
に
、「
凡
罵
祖
父
母
父

母
及
妻
妾
罵
夫
之
祖
父
母
父
母
者
幷
絞
」
と
あ
る
。

（
６
） 

前
掲
拙
稿
「
章
炳
麟
の
中
国
法
に
対
す
る
評
価
（
上
）
︱
『
五
朝
法

律
索
隠
』
の
視
点
︱
」。

（
一
）
梁
啓
超

（
１
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、『
新
民
叢
報
』
七
七
、
七
八
号
原
載
、『
飲

冰
室
文
集
』（
十
五
）
所
収
、台
湾
中
華
書
局
、民
国
四
九
年
。
以
下
、『
文

集
』
と
略
記
し
て
そ
の
頁
数
を
記
す
。

（
２
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』、『
新
民
叢
報
』
八
〇
～
八
二
号

原
載
、
前
掲
『
文
集
』（
十
六
）
所
収
。『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革

得
失
』
は
、『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』
の
附
録
だ
と
言
う
（「
自
叙
」）。

（
３
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』、前
掲
『
文
集
』（
十
六
）
五
頁
。

（
４
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』
自
叙
、『
中
国
法
理
学
発
達
史

論
』。

（
５
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
五
〇
頁
。

（
６
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
五
四
、
六
〇
、
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六
三
頁
。

（
７
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
五
五
頁
。

（
８
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
七
二
頁
。

（
９
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
八
七
～
八
八
頁
。

（
10
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
八
三
頁
。

（
11
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
九
二
～
九
三
頁
。

（
12
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
八
二
頁
。

（
13
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
九
三
頁
。

（
14
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』、『
文
集
』（
十
六
）
五
頁
。

（
15
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
四
三
頁
。

（
16
） 『
中
国
法
理
学
発
達
史
論
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
五
）
四
三
頁
。

（
17
） 

穂
積
陳
重
「
礼
ト
法
」、『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
弐
拾
四
号
第
壱
、弐
号
、

明
治
三
九
年
。

（
18
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』、前
掲
『
文
集
』（
十
六
）
二
二
、

二
六
頁
。

（
19
） 『
論
中
国
成
文
法
編
制
之
沿
革
得
失
』、
前
掲
『
文
集
』（
十
六
）
十
八

～
十
九
頁
。

（
二
）
劉
師
培

（
１
） 『
中
国
民
約
精
義
』
巻
二
「
陸
子
」
の
項
。『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』（
一
）

所
収
、
華
世
出
版
社
、
民
国
六
四
年
。

（
２
） 「
憲
法
解
」『
政
芸
通
報
』
原
載
、
一
九
〇
六
年
、『
左
盦
外
集
』
巻
七

所
収
。
前
掲
『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』（
三
）
所
収
。

（
３
） 「
漢
代
法
制
発
微
」『
政
芸
通
報
』
原
載
、
一
九
〇
六
年
、『
左
盦
外
集
』

巻
十
所
収
。

（
４
） 「
儒
学
法
学
分
岐
論
」（
未
完
）『
国
粋
学
報
』
二
九
、
三
二
、
三
五
号
、

一
九
〇
七
年
、『
左
盦
外
集
』
巻
九
所
収
。

（
５
） 「
刑
礼
論
」『
中
国
学
報
』
一
号
、
一
九
一
四
年
、『
左
盦
外
集
』
巻
十

五
所
収
。

（
６
） 

前
掲
「
漢
代
法
制
発
微
」
第
一
葉
ａ
、
第
二
葉
ａ
。

（
７
） 

前
掲
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
第
一
葉
ａ
、
ｂ
。

（
８
） 

前
掲
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
第
三
葉
ａ
。

（
９
） 

前
掲
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
第
三
葉
ａ
、
ｂ
。

（
10
） 

前
掲
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
第
七
葉
ａ
、
ｂ
。

（
11
） 

前
掲
「
儒
学
法
学
分
岐
論
」
第
九
葉
ｂ
。

（
12
） 「
刑
礼
論
」
第
一
葉
ｂ
。

（
13
） 『
尚
書
』
呂
刑
「
伯
夷
降
典
、
折
民
惟
刑
」、『
尚
書
大
伝
』「
有
礼
、

然
後
有
刑
也
」
な
ど
。

（
14
） 「
刑
礼
論
」
第
二
葉
ａ
。「
民
国
三
年
十
一
月
師
培
自
記
」

（
15
） 「
刑
礼
論
」
第
二
葉
ａ
、
ｂ
。

（
三
）
厳
復

（
１
） 「
憲
法
大
義
」、『
厳
復
文
集　

編
年
（
二
）』（『
厳
復
合
集
』
所
収
、

台
湾
財
団
法
人
辜
公
亮
文
教
基
金
会
、
一
九
九
八
年
）。「
独
治
」
は
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m
onarchical governm

ent

で
、『
法
意
』
で
は
、「
君
主
之
制
」
と
も

訳
さ
れ
て
い
る
。「
専
制
」
と
の
相
違
は
、
為
政
者
も
遵
守
す
る
法
律
が

あ
る
か
な
い
か
で
あ
る（『
法
意
』第
三
巻
第
二
章
、三
九
～
四
〇
頁
。「
憲

法
大
義
」
厳
復
文
集　

編
年
（
二
）』、
四
七
三
～
四
七
四
頁
。）

（
２
） 

以
下
、
一
九
三
一
年
商
務
印
書
館
『
厳
譯
名
著
叢
刊
』
と
一
九
八
一

年
重
排
本
に
基
づ
い
て
増
訂
さ
れ
た
『
厳
復
合
集
』
所
収
の
林
載
爵
主

編
『
法
意
』
の
巻
・
章
と
頁
数
を
挙
げ
る
。
第
一
巻
第
三
章
、
十
四
～

十
五
頁
。

（
３
） 

第
八
巻
第
二
一
章
、
二
二
一
、
二
二
四
～
二
二
五
頁
。

（
４
） 

第
二
四
巻
第
二
六
章
、
七
二
七
頁
。

（
５
） 

第
二
巻
第
五
章
、
三
六
頁
。

（
６
） 

第
六
巻
第
二
章
、
一
三
七
頁
。

（
７
） 

第
六
巻
第
十
六
章
、
一
六
五
～
一
六
六
頁
。
厳
復
が
唐
律
で
は
な
く
、

漢
律
が
も
っ
と
も
備
わ
る
と
言
う
の
は
、
理
解
の
浅
さ
を
示
す
だ
ろ
う
。

清
末
は
亡
佚
し
た
漢
律
の
蒐
輯
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
、
唐
律

よ
り
完
備
し
て
い
る
こ
と
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
前
掲
拙
稿

「
章
炳
麟
『
五
朝
法
律
索
隠
』
の
歴
史
的
位
置
」
参
照
。

（
８
） 

第
六
巻
第
九
章
、
一
五
〇
頁
。

（
９
） 

第
六
巻
第
十
七
章
、
一
六
七
頁
。

（
10
） 

第
十
一
巻
第
六
章
、
二
七
六
～
二
七
七
頁
。

（
11
） 

第
十
九
巻
第
二
二
章
、
五
一
一
頁
。

（
12
） 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ウ
『
法
の
精
神
』（
根
岸
国
孝
訳
）
第
一
部
第
八
篇
第

二
一
章
、
河
出
書
房
、
昭
和
四
一
年
。

（
13
） 

第
八
巻
第
二
一
章
、
二
二
〇
～
二
二
一
頁
。

（
14
） 

第
八
巻
第
二
一
章
、
二
二
一
頁
。

（
15
） 

章
炳
麟
「
五
朝
法
律
索
隠
」、『
章
太
炎
全
集
（
四
）』
八
三
頁
、
上
海

人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
四
）
清
朝
官
僚
た
ち
―
沈
家
本
そ
の
他

（
１
） 『
清
史
稿
』
巻
四
百
四
十
三
に
沈
家
本
伝
が
あ
る
。
ま
た
太
炎
は
「
章

太
炎
宣
言
九
」（
一
九
一
一
年
十
二
月
一
日
）
で
沈
家
本
を
評
価
し
て
い

る
（『
民
国
報
』
第
二
号
原
載
、『
章
太
炎
政
論
選
集
』
下
所
収
、
中
華

書
局
、
一
九
七
七
年
）。

（
２
） 

沈
家
本
「
法
学
盛
衰
説
」、『
寄
簃
文
存
』
巻
三
、『
歴
代
刑
法
考
』
所

収
、
二
一
四
一
～
二
一
四
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
。

（
３
） 

前
掲
「
法
学
盛
衰
説
」、
二
一
四
一
頁
。

（
４
） 

沈
家
本
『
歴
代
刑
官
考
』「
周
、
大
司
徒
」
按
語
、
一
九
六
〇
頁
。

（
５
） 

沈
家
本
「
死
刑
惟
一
説
」、『
寄
簃
文
存
』
巻
三
、
二
一
〇
三
頁
。

（
６
） 

前
掲
「
死
刑
惟
一
説
」、
二
一
〇
二
頁
。

（
７
） 『
大
清
律
』
人
命
「
謀
殺
祖
父
母
父
母
」
條
。

（
８
） 『
刑
律
草
案
』（
一
九
〇
七
）「
第
三
百
條　

凡
殺
尊
屬
親
者
、處
死
刑
」

と
あ
る
。
黄
源
盛
纂
輯
『
晩
清
民
国
刑
法
史
料
輯
注
（
上
）』
所
収
、
元

照
出
版
有
限
公
司
、
二
〇
一
〇
年
。

（
９
） 

沈
家
本
「
明
律
目
箋　

一
」、
一
七
八
七
頁
、
前
掲
『
歴
代
刑
法
考
』
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